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私は今夏、ゼミナールの
学銭
を引

率して「東西ヨーロッパを比較す

る」海外研修旅行に行ってきた
。ケ

ンプリッy 、パリ 、ウィーン 、町民ベ

ルリンなどで
現地の大学教授や専門

家の出席を仰てセミナーを開仰する

という旅行だった
。

当然、ヨーロッパ湾統合の問題や
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説詰

土曜日

ポーランド 、ハンガリーなどの東欧

情努、ゴルバチョフ「新

思考外交」

の柱である「ヨーロッパの家」
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－－oc曲目）政策危どに話題が
集中

し、同時に 、震近の中国情努が大ぎ

なテ1マになった。

二年半前に同じような
機会をもっ

たときは、ア叫ンアNIESの目覚ま

しい台頭
に比して、ヨーロッパがめ

つき皇刀を失いつつあるという印象

9月23自平成元年(1989年〉

イツも、イデオロギー的には硬直し

たままであるが、西側とは比較にな

らないにせよ、経
済的にはかなり略

調で、ポーランドやハンガリーに見

られる「自由化」「西側化」への政

治の解放と経済の破たんとの矛盾を

を得たけれど、今回は、西欧、とく

にフランスや西ドイツが大いに活気

をと
りもどし、イタリアもしっかり

嶺雄中嶋東京外大教授

級協貌飯

を大いに蒋価していた
。だが、その

中凶が中ソ和解に走り 、
揚げ句に

「血の日臨日」の
大惨劇を
招来した

ために 、中尉にたいする熱いまなざ

しはすっかり冷めてしまったといっ

てよいだろう。

では
部小平以後の笈化への期待をい

だいている。

そのような将来の中闘を只込んで

数多くの亡
命者を
桜極的に受げ入れ

ているフランスは 、去る七月十四日

の革命二百周年のパレードにも中間

の民主化運動の活踊家

たち
を第一線に必ばせ

て、人権と民主の図で

あることを示していた
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出国についても、東独側はすでに読
剤
事

内

み込み済みで、経済が恋いからでは
tハJ

貯

なく 、自由を求めているのだと米独
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のある
学者は私に結っていた
。
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そうしたなかで、ゴルバチョフの

「ヨーロッパの家」政策が各国で注

目され、共感と
饗戒が交錯している

ものの、従来はそのようなソ速に関

連して引き合いに出された「中国の

影」がすっかりしぼんでしまったこ

とは否めない
。

中国は地型的にはヨーロッパから

離れているとはいえ、たとえばフラ

ンスなどは米ソの意のままには動か

ない外交
奈勢などの点でかつて中国

せし来るて欧。きで て
1a 今 ヨ回 1悶 ロれ ツ
fこ J電チ 再
エ 輿コ をも 感
帯主

今回の
研修旅行では、
各地で中間

専門家の
多加も得たが 、いずれの閣

の専門
家も当面の中国にたいしてき

わめて厳しい見方をしており、一方
が 、いまやパリには
数多くの亡
命者

が中聞から
集まってきていて、将来

に期している。その光祭は、かつて
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新著を刊行したばかりだったので、

それを一冊献呈すると、

氏は穴開放興

味深くぺlyをくられていてその

なかに「中議連
邦共和国」という文

字を克つ廿 、大いに同感して、中国

の民主化運動が周指すのは＋喜にこ

の点だとし、「専制の
終結 、人権の

擁護、共和閣の再建、辿
邦制の
結成

〈
結束専制、

維磁人権、百
mH和、

締造勝邦）」という土ハ文字のスロ

ーガンを省いてくれた
。

中国の民主化運動は 、たんはる政

治的民主化ではなく 、社
会主袋 、マ

ルクス・レ1ニン主義 、中間
持産党

そのものへの反対を滋味したのでは

ないかとの私の質問にも氏は同意し

ていた
。

こうした立刻から近くパリで「民

主中国陣線」の結成世界大会を聞く

という。そこには、すでに
逮捕され

たのではないかと思われてい九中国

の知識人らも多
数怠加する予定との

ことであった
。（注・二十一日に結

成）しかし、当面、彼らの運動がきわ

めて厳しい状況の中に白かれるだろ

うことも疑えない
。

ヨーロッパから滋ざかりゆく中凶

が 、彼らの巡動によって再び近いも

のとなるのかどうか 、大いにな自に

似しよう。（なかじま・み棺お〉
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